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考えていたのです。それで 30 歳でフリーになって、公害問題から取り組みました。 
 最初はイタイイタイ病です。長崎県対馬でカドミウムによるイタイイタイ病が発生している、
という話がありまして、それを地域の人びとと企業がどういうふうに考え、どう対応したのか
を明らかにしたい、と考えました。『隠されてた公害』のあと、北九州工業地帯の八幡製鉄所な
どの大企業によって、洞海湾という工業港が真っ黒だったので、その黒く汚染される海の歴史
と住民の関係について書きました（『死に絶えた風景』）。 
 1969 年に、新全総（新全国総合開発計画）というのがありまして、青森県は巨大開発という
